
留学だより vol.6

　こんにちは！次世代リーダー育成道場生としてアリゾナ州に留学中の近藤です。日本ではあっ
という間に卒業シーズンですね。1月上旬に留学だよりを出してから、更新がストップしてしま
ったので、今回は１月からの約２か月分のまとめということで、留学だよりを書いていきたいと
思います。ぜひ最後まで読んでいただけると嬉しいです。

Protestがありました。
　1月30日の午後、私の学校では抗議活動（デモ）が行われていました。この抗議は今年2026
年1月に、ミネアポリスでICEやほかの連邦職員による取り締まり中の市民の死傷事件があった
ことがきっかけでした。これだけだとよく分からないと思うので、少しだけ詳しく説明します。
　そもそもICE（米国移民・税関執行局）とは、不法移民の取り締まりや送還などを行うアメリ
カの連邦機関で、移民政策を実行する役割を担っています。ただこの機関の強い権限や取り締ま
り方法については、以前から批判があったそうです。そして、今年1月にミネソタ州ミネアポリ
スでICEや連邦職員が関わる取り締まりの過程で、市民が死亡する又は重症を負うという事件が
発生しました。この事件をきっかけに、ICEの行動が必要以上に強引だったのではないか、市民
や移民の安全や人権が十分に配慮されていなかったのではないかという批判があがり、全米各地
で抗議活動が広がりました。また、私の留学しているアリゾナ州はメキシコと国境に接してい
て、移民問題が多くの人の生活と密接に関わってきた地域であったため、ICEの活動に対する関
心や問題意識はほかの州に比べて高い傾向がありました。

　抗議活動は8限目の時間に行われたのですが、1つ前の授業終了のチャイムと同時に沢山の生徒
たちが学校から立ち去っていました。私は参加せずにクラスへと向かっていたのですが、いつも
は人が多すぎて歩くことすら大変なのにそんなことはなく、通常ならば40人弱のクラスにも10
人しかおらず驚きが隠せませんでした。
　

　遠くから撮った写真を拡大しているので少し
分かりづらいですが、左の写真が実際の写真
で、プロテストが行われていた近くでは、白バ
イなどの警察も出動していて、事の大きさ、危
険さが感じられました。私にとってこれが初め
てプロテストを実際に見た瞬間だったのです
が、日本ではあまり大きく問題視されない移民
問題も、歴史的背景やメキシコとの国境に接し
ているからこそのアメリカの視点からこの問題
について考える良い機会になったと思います。



　2/19-2/23の4泊5日で、カリフォルニア州アナヘイムで開催されたチアの全国大会に出場しま
した。４泊５日分すべてのことを話すと長くなってしまうので、今回は特に思い出に残っている
ことを少しだけ紹介します。

思い出その１、lip sync battle
　lip sync battle とは、音楽に合わせて実際には歌わずに口パクで
本気の演技をすることなのですが、私たちのチームはこれを部屋割
りのグループごとに分かれてチームを結成し、２日目の夜にホテル
の屋上で実施しました。私のグループは、2023年のSuper Bowl(ア
メリカンフットボールリーグである National Football League
(NFL） の年間チャンピオンを決める一番大きな試合)のHalf time
show で行われたRihannaという歌手のショーを一部切り取って3
分半ほどのダンスをしたのですが、見事3位入賞という結果になり
ました。他のグループは、タイタニックやWickedをやったり、ウ
ェディングというテーマで自分たちで曲や録音した音声を入れて演
技をしているグループがあったりと、それぞれのグループに個性が
出ていてとても楽しかったです。

思い出その２、2日間のディズニー
　２day park hopper passというパスをチーム全員がもっていたので、カリフォルニアアドベン
チャーとディズニーランドの2つのパークを2日間の間でいったり来たりしていていました。大会
のスケジュール上開園から閉園までいられたわけではないのですが、1日目は深夜0時までパーク
に滞在していたのでかなり疲労困憊でした。2日目にはチームライドということでチーム全員総
勢50人ほどで列に並び、Guardians of the Galaxyに乗りました。通常4つのエレベーターが稼働
しているはずなのに対し、この日は2台しか稼働しておらず3時間待ちでした。絶叫が大の苦手な
私は前回来た時は乗らずに入り口で座って待機していたのですが、今回はチーム全員が乗りに行
くため乗るしかないと思いみんなと一緒に列に並びました。ただこれがやはり自分自身を苦しめ
る結果となり、3時間もの待ち時間の間乗った時の浮遊感など考えたくもないことを考え続けて
しまい並んだことに大後悔、乗る直前chatgptに攻略方法を急いで聞いたのですが、それがまさ
かの大活躍でした（笑）

Nationals 2026

10月の秋休みにホストファミリーと2回行ったのを含めて、これで3回目＆4回目のディズニーで
したが、留学中にまさか4回も大好きなディズニーに行けるとは思ってもいなかったので、今回
行くことができて本当に嬉しかったです。大会ではチームとしても3つの部門で入賞をすること
ができたりと、思い出に残る楽しい時間を過ごすことができました。
　大会期間中3日目から体調を崩す人が多発し、その結果アリゾナに帰ってきた時にはチームの
過半数が体調不良、私も37.5℃の熱が3日間ほど続いたりと良いことばかりではありませんでし
たが、楽しい5日間を過ごすことができたので結果オーライということにしておきたいと思いま
す。



　3月1日に友達と日帰りでスノーボード（スキー）をしに行き
ました。1.2.3月ですら、毎日20℃越えのアリゾナでまさか雪山
に行く機会があるとは想像もしませんでしたが、友達のお父さ
んが片道2時間かけて、連れて行ってくれました。日本で私は毎
年新潟県に行くのですがそこで毎回スキーしかしないので、友
達はスノーボードでしたが、私は今回もスキーをしました。（帰
国したら必ずスノーボードに挑戦します）
今年の冬は例年に比べてもかなり暖かい日が多かったというこ
とで、雪は半分溶けたシャーベット状態でしたが、久しぶりに
友達と滑ることができてとっても楽しかったです。

日帰りプチ旅行、？

　最後まで読んでいただきありがとうございました。残り４回となった留学だよりも引き続き読
んでくださると嬉しいです。

最後に

17期　近藤

　1月は本当に長く、年越しの時に友達とジャンプしたのが遠い昔のように感じる1ヵ月間でした
が、楽しいこと盛りだくさんであった2月は飛んでいき、3月までは本当にあっという間に過ぎ去
ってしまっていました。来週からの春休み期間には、残り約2ヶ月半となった留学生活で何を成
し遂げたいのかをもう1度よく考え、楽しい学校生活・留学生活が引き続き送れるよう努力して
いきたいと思います。

Galentine's partyをした時の写真
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